


　ガバナー公式訪問

　　昨年７月１３日（木）の白鷹ＲＣから まったガバ

ナー公式訪問も、３月２７日（水）の小国ＲＣ、２８

日（木）の山形北ＲＣでようやく ９クラブ しま

した。各クラブの 、 当にお世話になりました。

特に、私のわがままでお いいたしました の合同

例会への訪問と懇親会を 画していただいた酒 地

区、 地区、 沢地区、南 地区、そして 沢

地区の 、ガバナー補佐の にはご 労をおか

けいたしました。ありがとうご いました。

　　ガバナー公式訪問を通して、各クラブの の

ロータリーへの熱き想い、地 会への 着の深

さ、クラブ会員同 の 間意識の強さを 感さ て

いただきました。

　　他 、少しがっかりしたこともありました。昨年

３月の そして 月の地区 会であ

れほど っ くお いした「クラブ定款は２０２

２年改 を 」ということを に取り入れてい

ただいたクラブは、 ９クラブ中５クラブしかあり

ま んでした。 くは、２０１９年改 でしたが、

それ 前のものをそのまま しているクラブも少

なくなく、中には、１０数年程前からクラブ定款は

全く えていないというところもありました。

　　クラブ定款については、 当に くの が

しています。 だけを えば、ＲＩ によって、

世 中のどこでも、ロータリークラブを名 るので

あれば、最新の標準ロータリークラブ定款を 用し

なければならないとされているのです。

　　「自分たちのクラブの定款なんだから、自分たち

のクラブの 会で定めることや することができ

るはず」、「標準ロータリークラブ定款とやらは、

も かしいし、自分たちのクラブには ないこ

とも一 書いてあるから、そこは って おう」、

「ロータリーの目的じゃなくて、ロータリーの

のときの が響きがいいので、その時 のものを

おう」 全部間違いです

　　 しくは、３ からの「ガバナーが るロータリー

の 識 定 会と標準ロータリークラブ定

款 」をお みください。

２　 クラブ ン クラブ

　　ガバナー公式訪問の際のガバナーに対する要 の

うちで、おそらく最も いのが、「入会 補者向けパ

ンフレット」は地区で用意してま んか、用意して

いないとしたら地区内の他のクラブのお めのパン

フレットがあったら紹介して しいのですが、とい

うものです。

　　私の年度の地区 は、「ロータリーを ろう

そして　ロータリーを楽しもう」です。その 意は、

ロータリーに わるいろんなことの 来、 らい、

的な手 などなど、とことん り合い考えてみ

よう、そうすれば、ほら、具体的なアイ アが次

と かぶでし 、どお、ロータリーって楽しいよ 、

ということです。

　　そうすると、入会 補者向けパンフレットも、地

区で統一的な物を作成するよりは、各クラブが

を出し合って作成した がいいと思うのです。だか

ら、少なくとも私の年度でこのパンフレットを地区

で作成する予定はありま ん。

　　自分のクラブの強みは 　魅力は 　それをどう

やって伝える

　　入会 補者向けパンフレットを作成する 程こそ

が、自らのクラブを見つめ直す いきっかけになる

はずです。パンフレットの作成それ自体が、 に

意 のあるロータリー活動であることに気づいて

しいのです。

３　 ングリー ー

　　私がガバナー公式訪問の際に気になったことの一

つに、ロータリーソングを するときのソング

リーダーの立ち振る いがあります。ソングリー

ダーが 目な で と指揮 を振るだけのクラ

ブが かったような気がします。

　　私は、この に があります。あくまでソング

リーダーであって、指揮者としてその場にいるわけ

ではないのです。つまり、ソングリーダーなのです

から、自分でもちゃんとロータリーソングを歌う

きだと思うのです。

　　ソングリーダー自らが歌いながら指揮 を振って

いる を見ると、そのクラブのロータリーソング、

そしてロータリーへの 着の強さ、 の深さを感

じるのです。

　　新会員は、ソングリーダーの役が回ってきたこと

をきっかけにロータリーソングを えればいいので

す。ロータリーソングは、いずれも くて えやす

いし、じっくりと歌詞を わってみると、ロータリー

ソングばかりでなくロータリーへの も深まりま

す。まさに、「ロータリーを ろう　そして　ロータ

リーを楽しもう」なのです。

　　私は、そのような想いで、地区大会では「インター

アクトの歌」の、ローターアクト全国 会では

「ローターアクトの歌」のソングリーダーをつとめさ

ていただいたのです。

４　ローター ク 国 会 事

　　３月２３日（ ）から２ 日（日）まで、山形 ル

と ルメトロ リタン山形にて「第３６回全国

ローターアクト 会　山形会 」が開催されまし

た。 年この全国大会が開催されますが、もちろん

山形では初めての でした。

　　当初、ローターアクター ロータリアンで

合計 ００名の 人数を目標にしていたのです

が、 際には ３１０名のローターアクター、 １

６０名のロータリアンにご参加いただきました。

　　 木一作 の「ローターアクトの 性」と す

る 、「国際交 」を ーマとしたパ ル

ス ッション、大 人 による 上国 を ー

マとする 、さらには水野ＲＩ 事 レク

ト、 木一作 、 藤地区 少年 仕委員長、そ

して小生によるパ ル ス ッションは、いずれ

もローターアクトクラブの今後の指 を考える上で

の数 くのインス レーションをもたらすものでし

た。

　　ローターアクトクラブは、今、 の っ 中に

あります。その 状と 、そして 来を、全国の

ロータリアン、ローターアクターと り合うことが

できました。

　　この 会の 要は、５ で 括さ ていた

だきました（前 上の は全体の集合 で、上

の は懇親会の 子）。
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「第３６回全国ローターアクト研修会　山形会議」

―  報　告  ―

（ Ｒ Ｃ）

年

ト ポリ ン

会

学

会テー

ー ー ト

ー ー ト 交換 交換

ー ー ト

ー ー ト

会

ソングリーダーは伊

藤三之ガバナー。

ガバナーの熱き想い

が伝わり、ここから

今までの 会とは

違う。

ローターアクトソング

会の まりに

しい やかな

でした。

表の終 にこ

やかな に 度も

われました。

地区Ｒ 表

上からの は

でした。

ってきて かっ

たと思った 間でし

た。

三 友介 行委員長

ローターアクトの歴

史と意義を深く り

た 。

ローターアクターの

行動力、友情への

もいただき感謝で

す。

伊藤三之ガバナー

ご の中のご

ありがとうご いま

す。

この大会を通して山

形を きになった

も大 いました。

佐藤 山形 長ご

水野ＲＩ 事 レク

トからもＲ Ｃへの

のお を

しました。

ローターアクトクラ

ブ定款の 要性も

えていただきました。

水野 国際ロータリー 事 レクトご

前回開催（ 沢）の記

がよみがえりまし

た。

沢からしっかりバ

トンを け取り、い

よいよ まりました。

第３５回全国Ｒ 会開催



ー ー

世 初 Ｒ Ｃでグ

ローバル補 が

認された ン ル図

書 ロジェクトに

ついて発表がありま

した。

第２６６０地区 大 北部 　大 東Ｒ Ｃ会長　 さん

ロータリー国際大会

への参加、アジアン

ルート ロジェクト

について発表があり

ました。

第２６８０地区 　パスト地区Ｒ 表　 子さん

集合

グルー ス ッション

「ローターアクトの 性」について事前アン ー

トをもとにした 。厳しい もありましたが、

今後のためになったとの 数の感想をもらいまし

た。熱意のあまり時間を大 に ーバーしてしまっ

たようです。

Ｒ Ｃの「国際交 」を ーマにしたパ ル ス

ッション。国際交 者のローターアクター

名 グローバル補 のＲ Ｃから１名が

しました。

７２名のご ご参加ありがとうご いま

す

「ローターアクトの魅力発 」

　 入会のきっかけ、続けている

　 地区、クラブの特 自

　 地 会との わり

　 友 地区 地区内 クラブとの親

　 ロータリーとの わり

木一作パストガバナー

パ ル ス ッション

国そして との

３ 国交 会への参

加についての発表が

ありました。

第２７９０地区 　地区Ｒ 表　 来 さん

アジア の各国との

交 、つながり、全

国 会の参加につ

いて発表がありまし

た。

第２６２０地区 山梨 　地区Ｒ 幹事　山 さん



ー ー

地酒２ での 開き

の後に 。

地区から参加者全員

への の レ ント

ありがとうご いま

す

大懇親会の

同 表、第３５回、

第３７回全国 会

行委員長からのあ

りがたい をいた

だきました。

ライ

ロータリー ログラム

各地区の熱意が

すごい

伊藤ガバナー

めロータリアン

は終 され

ておりました。

友 地区 Ｒ

山形大学 ークル 歌による「 」

の 。

最後は地区ロータリ

アンとローターアク

ターで手作りした

で、みんな一 に

りました

昨年度 成された

たい たち「 Ｍ

」。

今年も盛り上 ても

らいました。でも、

当に るのか

な

Ｍ 「山形 付け」

大 な盛り上がりの中、来年

の第３７回全国Ｒ 会

スト地区（大 北部）ガバナー

レクトの大 による

中締めのご 。

まだまだ会場の熱気は残って

いました。

中締め

「Ｒ Ｃの 状と 、 を考える」パ ル

ス ッション

　 水野 ＲＩ 事 レクト

　 伊藤三之ガバナー

　 木一作パストガバナー

　 藤 一地区 少年 仕委員長

ー ー

第３７回、３８回、３９回全国Ｒ 会の 、

、地区分担 に する 、ローターアクトの

自立に する がなされました。

続きは 時 表者会 にて行うことに 定。

ＲＩ Ｍ からもご を しました。

全国ローターアクト 表者会

「１ 年目の 上国

　 ロからイ

を創出する意義 」

会創 の 会

ーマに しいご

でした。

大 人

グルー ス ッ

ションの各会場の

リーダーにより、各

グルー ごとの

なご をいただき

ました。

グルー ス ッション

１時間の の中で

の 表者会 。

木 長、 地区

Ｒ 表お れ で

した。

表者会

第２７５０地区（東京

南部 パシフ ック

ベイスン） 直前

地区Ｒ 表から

いただきました。

３ 国交 会

次回は大 大

今回の御礼も て

大 でお いたし

ます

大 、 れ

第３７回全国Ｒ 会

各地区の次年度 表

者から、次年度の地

区 や をご

いただきました。

さん、元気です

地区Ｒ 表 レクト紹介

しっかりと全国 会

を引き ました。

私たちの大会 の

を まえ、 的に

大 地区のお手伝いを

さ ていただきます。

全国 会 引き

付で義 を り

集 ま

りました。集まった

義 は 第

地区（ 山 ）Ｒ

へお渡しいたしま

した。

地 義

ご参加いただいた

、ありがとうご

いました。

Ｒ 活動を さ 、

来年は大 でお会い

しまし う

全力で っていただいた地区内ローターアクター

そしてロータリアンの 、 当にありがとうご

いました

お見 り
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ー ー ガバナー ー

「第３６回全国ローターアクト研修会　山形会議」を終えて

少年 仕委員会　委員長　 藤　 一（ ＲＣ）

　この大会を し、地区内 くのローターアクター、 わったロータリアンが感じたものは

一人一人違えども、達成感、 感、感動は 有できたと思います。

　伊藤ガバナーが ミ ーの時から３年 、ロータリアンもローターアクターも 行 を

り返し、 行委員会を立ち上 、昨年１２月初から Ｉ グルー も立ち上 、連日

ものメールでのやり取り、深 まで り ま Ｉ 。

　ガバナーを先 に、これまでの全国 会と同じことをするのではなく、「山形らしい大会に

しよう」を合い に、これまで１５００ を える予 で開催されていた の大会を 分

の予 で開催するまでに、 度も 度も、見直し、 を 、無 を き すること

ができました。 、７００ で開催できた一 で、前回の 沢大会を える ７０名もの

参加者を数えました。

　内容も、 のローターアクトの立ち位置を認識したうえで、自立には程 いことを自 し

ながら、それを まえ、今後どのような が必要か、また、ロータリークラブはどのような

ートが必要かを をする場とすることができ、大会の意義があったと感じます。

　参加されたローターアクター、ロータリアンからは、「とても 強になった、 らしい大会

だった」との を 数 きました。

　 、伊藤ガバナーがローターアクトの歌を自ら指揮をとりました。会場は大いに盛り上が

りました。伊藤ガバナーが、「指揮をする人は、歌を え、 ずさみながら指揮をしないと想い

は伝わらない」とローターアクトの歌を事前にマスターし んだ心意気が会場内に伝わり、会場

内のローターアクターに を え、感動を ました。

　伊藤ガバナー、佐藤山形 長、水野ＲＩ 事 レクトの で まり、 木一作 の

からは の ードに。例年、 ブ ログラムと し、ローターアクターがご当地を

するこれまでの前年 を め、参加者全員で することに し、さらに、これまでのお

もやめ、少ない予 で、２ 、３ の 値ある大会にしようというのが 行委員会の らい

でしたが、参加された からも 分 していただいたようでした。

　他 、この大会では、ローターアクトがいかにローターアクトクラブ定款を して活動し

ていないか、それ 上に、ロータリアンのローターアクトへの無 心が き りになったので

はなかったでし うか。特に当地区のロータリアンのローターアクトへの ートの無さ、無

心はどの地区よりも改 す きことではないでし うか。

　もちろん、 いこともいっ い 確認できました。ローターアクター一人ひとりの成長は、

わった なら感動すら えたのではないでし うか。もし、それを地区内全てのロータリア

ンに伝えられたら、自分の会 の 員や地 の 者をローターアクトに参加さ たいと感じて

もらえたのではなかったのでし うか。

ガバナー

ー

ー ー

ー

問

・

・ ー

地区研修・協議会報告 地区 会　 行委員長　大道 　信（長 ＲＣ）

　今年度の地区 会は、 月１３日（ ）に長 で行われました。例年の参加人数が 容 な

会場ということから、タスパーク ル長 での開催となりました。

　今回の地区 会は、 レクトから２０２ ２０２５年度の地区 念、 、そして

力強い 意が され、それを に分 会 での話し合いがなされました。

　さらには、国際 会の リーダーも歴 された国際ロータリー第２５２０地区パストガバナーの

（ ＲＣ）より、「３ 　アクション ラン 進の 要と目的」を ーマにした

をして きました。今後のロータリーの進め として、ガバナー、 レクト、 ミ ーの３者（３

年間）が して具体的な や具体的な活動を 定して進めていく 向になる のお話を くなど、

な内容でありました。感謝 し上 ます。

　分 会では活発な が行われ、全体会でもそ

れ れの を する中で、次年度に向けての

意思統一ができたものと思います。

　 開の中での開催となり、 にも まれ、

見とはいかないまでも、少しは できたで

し うか。また今回の にあたり、長 ＲＣそし

て長 中 ＲＣの さんにもご 力を きました。

ら が あったものと思いますが、１１月

の地区大会も長 化会 も め同場所での

開催を予定していますので、 を活かしてい

きたいと思います。 のご 力に感謝しご

と します。

第１グループ ＩＭ報告 「トルコ人ジハーンさん大いに語る」

第１グルー ガバナー補佐　 　 （酒 ＲＣ）

　第１グルー （酒 ＲＣ 酒 東ＲＣ 酒 中 ＲＣ 酒 ス ンＲＣ 酒 ＲＣ）

のＩＭ（インターシ ミー ング）は、前日に最終公式訪問（山形北ＲＣ）を終えた

伊藤ガバナーの慰労を 、３月２９日（ ） からベルナール酒 で開催しました。

　 、伊藤ガバナーから、ＩＭの意義と歴史を まえたご をいただきました。

　ロータリーらしさをどのように出すか、それには を にするのか、大いに み、酒

３９年のトル 人、イブラ ーム ジ ーンさんにご をお いしました。いまだに が

えない中東の歴史と 状、世 組 であるロータリーが今 をしなければならないか、 な日

に ー アを交え大いに って きました。

　日 がいかに であるか、それなのにお いを し自信を てない日 に、「日 は ら

しい国だから、自信を ってもっともっと世 に してほしい」と に まされました。世 に

がるロータリーの役 も 感しました。

　引き続いての懇親会では、 全ベジタリアンであるジ ーンさんの に、 メ ーを作って

いたベルナール酒 に感謝、ジ ーンさんも大 でした。

　懇親会の終わりに、「手に手つないで」を ８０名で し、グルー

の親 を深め、 要事 であるＩＭを終えました。

　第１グルー 次 ガバナー補佐の 藤 子さん（酒 東ＲＣ）には、

性ながら強いリーダーシッ を ち 性あ れる活動をなされるこ

とを しています。

　まだ年度 中ではありますが、伊藤ガバナーの指導力、各会長幹事

のご 力に感謝し、ＩＭ と します。ありがとうご いました。
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米山奨学生オリエンテーション・カウンセラー説明会報告
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　新しい 間となりました 学生は 名、昨年からの 続学生５名と合わ まして２０２ 学

年度は１２名となります。
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山 学 山学友委員会　委員（次 委員長）　 子（ ＲＣ）
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青少年交換学生マンスリーレポート

 

ー
　こんにちは、 ロ サです。 さんいかが 過ごし

でしょうか。メ シコにきて９か月がたちました。あと、

３か月しか残っていないと思うと、日本に帰る楽しみ

と同時にメ シコを れるという しさを感じていま

す。

　日本人としてメ シコに住んでみると感じることが

あります。それは、 です。日本にいたこ は、

風 やトイレの が まることなど に１ ある

かどうかの ですが、メ シコでは、 か月に１

の で 風 やトイレの が まってしまいます。

もう れましたが、最初の頃はとても きました。また、

今の時期は などめったに らないので、 が を

めました。

　今月は、とても大きな 行があり、２ 間カンクン

というとこ に行ってきました。カンクンというとこ

は、メ シコだけでなく 的に なリ ート地

です。とても かったですが、一生の思い出をつくれ

ました。他の地区の留学生とは、最後の 行だったの

でみんなと会えないのはとても しく感じます。つい

最 まで日本からメ シコに たばかりのように感じ

ますが、すでに９か月たっていて本当に留学生活は

く過ぎると感じています。

　 のホストファミリーは、コロニーのような、 で

われた住 のような に住んでいます。メ シ

 

ー

コでは、 とんどの人は同じような に住んでいま

す。また、セ ュリ ーの でも、それ れの住

には ントランスのようなものがあり、 や

を使って本人 をします。 だけでなく学校

に入る時にも、学生 を毎 見せなければいけません。

また、友達と びに行くときや、学校に行くときなど

は ず で行きます。日本のように 通 が

達していないというのもありますが、 よりも、 ス

の中であったりタクシーの中は本当に だと言われ、

いまだに 用したことはありません。今、メ シコは

的に見ても１ な国だと言われていますが、

人々は本当にス で優しい人たちばかりです。私た

ちは、日々 やイメージにとらわれがちな生活

をして り、特に日本ではとてもたくさんいると思い

ますし、 もそうでした。ですが、とらわれ過ぎない

ように生活することがとても大 だと感じています。

　残りの期間、 残りがないように楽しみたいと思い

ます。

　みなさんこんにちは。台湾は寒さが和らぎ暖かかく

過ごしやすい日が増えてきました。

　３月から私たち留学生は学校で新しい時間割を与え

られました。そこでは新たに書道の授業や料理の授業

が加えられました。

　料理の授業は他クラスと合同で行います。なので初

めて会う他クラスの生徒とたくさんコミュニケーショ

ンをとることができたり、作った料理を一緒に食べた

りすることができるので本当に楽しく授業に参加でき

ています。

　そして書道の時間では、書道の基礎を習います。「と

め・はね・はらい」などの様々な基礎を細かく習いま

す。私は小学生時代、書道を習っていたので習ってい

た当初の頃を思い出して少し懐かしく思いました。こ

のように新しく時間割を与えられたことによって、以

前までのクラスメイトと同じ授業内容で授業について

いくのが大変だったのが今では楽しく授業に参加する

ことができるようになりました。

　３月２３日には３４９０地区のロータリークラブ主

催で成人式がありました。そこでは私たち留学生はダ

ンスを披露しました。台湾では原住民という独自の文

化・言語・伝統がある台湾に最初に住んでいた先住民

族がいます。私の学校には原住民のダンスの部活があ

り、この部活の生徒たちと、私たちの学校の留学生４

人は原住民のダンスも披露しました。１月の冬休みか

ら３月まで昼休みを使って練習してきたので、自信を

持って堂々と披露することができました。１つ１つの

フリにも意味が込められていることを教わりながら練

習していたのでとても興味深く勉強になりました。台

湾の原住民のダンスを踊れる人は山形県、いや、日本

にどれくらいいるでしょうか！？きっととても少ない

はずです。普通の台湾留学ではきっと学ぶことはでき

ないと思います。これもロータリー留学だからこそ得

ることのできた経験だと思っています。

　私の中国語のレベルですが、留学生同士の会話でも

英語より先に中国語が出てきたり、ホストファミリー

やロータリークラブの人々そして現地の友達との会話

も完全にリラックスして話すことができるようになり

ました。

　帰国まで残り約３ヶ月となりました。残りの時間を

大切にして過ごしていきたいです。
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ガバナー公式訪問

ロータリークラブ
会長/  　幹事/ 　 　　例会場/

< ガバナー公式訪問 >

２０２３年 月２ 日（月）

　９月２５日（月）、東

温 た やかた の

にて、伊藤三之ガバ

ナー、伊藤明 地区

委員長、須藤 人地

区統括副幹事をお迎えし、東 中 ロータリークラブ

のガバナー公式訪問例会が開催されました。

　例会に先立ち開催された会長幹事会では、 会長

より と活動計画の説明を行いました。また当

クラブの長 ビジョン 定特 委員会の活動の も

さ ていただき、伊藤ガバナーより大 い をい

ただきました。その他２０２２年に改 された標準

ロータリークラブ定款のお話、公式 Ｉ の活用、

続事 の 要性、例会出席率向上 の意見交 が行

われ１時間 りの い時間ではありましたが大 有意

義な会長幹事会となりました。

　例会の 話では、 ードン マッ ナリーＲＩ会長

の年度 ーマの説明、地区 、１０月１日開催

のロータリー 仕 ー「それ れの最上 物 」の

要、開催する意図をお話いただきました。

　また「 仕の 念の 意」、「ロータリーの目的と

は」、「 つの ストの位置付け」のお話は大 深い

内容で、参加したクラブメンバーは には一切見向

きも ず熱心に聞き入っていました。

　全てのお話を聞き終え、地区 「ロータリー

を ろう　そして　ロータリーを楽しもう」が に力

強く感じることができました。大 なお話をいた

だきありがとうご いました。

　心から御礼と感謝を し上 るとともにますますの

ご活 とご 盛をご 念 し上 ます。

小国ロータリークラブ
会長/  　幹事/  　　例会場/ テンドグラ  

< ガバナー公式訪問 >

２０２４年３月２ 日（ ）

　この 書は昨年１１月 に す きとこ

ろ、月信編集委員会の手違いにより れてしま

いました。東 中 ＲＣの 各位に

深くお し上 ます。

　３月２７日（水）、小

国ロータリークラブ例

会場に、ＲＩ第２８００

地 区 伊 藤 三 之 ガ バ

ナー、浅黄敬之地区統

括副幹事、須貝 月信編集委員、第６グルー 佐藤

ガバナー補佐をお きし、小国ロータリークラブ

のガバナー公式訪問、会長幹事会が開催されました。

　先ずは、会長幹事会にて当クラブの活動計画書に

づいて のご指摘を けました。当クラブの定款に

ついて、２０２２年 定 会改 に が必要な

こと、さらには、ロータリーの 的な について

のご指導がありました。クラブ やロータリー活動

についても、その意 を しく して、その目的に

そって活動しなければと 認識いたしました。日

わる世 情 や時 を まえながら、今後の新会

員の け入れ も考えていかなければ、 続 なク

ラブ 活動が になることにも気付かされまし

た。

　公式訪問例会では、「 仕の 念」、「 の 仕」そし

て「最もよく 仕する者、最も く いられる」という

ロータリーの つの ットー、さらには「 つの ス

ト」や「ロータリーの目的」についての分かりやすいご

説明をいただきました。

　また、伊藤三之ガバナー年度の地区 である

「ロータリーを ろう　そして　ロータリーを楽しも

う」についても、その 意について分かりやすくご説

明いただきました。

　ガバナーがおっしゃるとおり、地区から 月発行さ

れますガバナー月信には、私たちのような小さなクラ

ブでも したロータリー活動が出来る ントやメッ

ージがたくさん書かれています。

　私たち小国ロータリークラブは１２名の会員数の小

さなクラブですが、今回の学 をもとに、会員一人ひ

とりが、自分の人生を豊かにするために、「 度とない

人生だから、人生を りあるものにするために、 を

高く って、世の中のために役立つ」ロータリー活動

を行っていきたいと思います。

ー ー

　 ・ ナ

ー

　みなさんこんにちは。台湾は寒さが和らぎ暖かかく

過ごしやすい日が増えてきました。

　３月から私たち留学生は学校で新しい時間割を与え

られました。そこでは新たに書道の授業や料理の授業

が加えられました。

　料理の授業は他クラスと合同で行います。なので初

めて会う他クラスの生徒とたくさんコミュニケーショ

ンをとることができたり、作った料理を一緒に食べた

りすることができるので本当に楽しく授業に参加でき

ています。

　そして書道の時間では、書道の基礎を習います。「と

め・はね・はらい」などの様々な基礎を細かく習いま

す。私は小学生時代、書道を習っていたので習ってい

た当初の頃を思い出して少し懐かしく思いました。こ

のように新しく時間割を与えられたことによって、以

前までのクラスメイトと同じ授業内容で授業について

いくのが大変だったのが今では楽しく授業に参加する

ことができるようになりました。

　３月２３日には３４９０地区のロータリークラブ主

催で成人式がありました。そこでは私たち留学生はダ

ンスを披露しました。台湾では原住民という独自の文

化・言語・伝統がある台湾に最初に住んでいた先住民

族がいます。私の学校には原住民のダンスの部活があ

り、この部活の生徒たちと、私たちの学校の留学生４

人は原住民のダンスも披露しました。１月の冬休みか

ら３月まで昼休みを使って練習してきたので、自信を

持って堂々と披露することができました。１つ１つの

フリにも意味が込められていることを教わりながら練

習していたのでとても興味深く勉強になりました。台

湾の原住民のダンスを踊れる人は山形県、いや、日本

にどれくらいいるでしょうか！？きっととても少ない

はずです。普通の台湾留学ではきっと学ぶことはでき

ないと思います。これもロータリー留学だからこそ得

ることのできた経験だと思っています。

　私の中国語のレベルですが、留学生同士の会話でも

英語より先に中国語が出てきたり、ホストファミリー

やロータリークラブの人々そして現地の友達との会話

も完全にリラックスして話すことができるようになり

ました。

　帰国まで残り約３ヶ月となりました。残りの時間を

大切にして過ごしていきたいです。

　３月に入り、日本で

は卒業のシーズンを迎

えていることだと思い

ます。アメリカの卒業

式は６月なので先に卒

業をしている友達の写

真を見ると少し切ない

気持ちになります。

　３月は特に大きなイ

ベントはありませんで

したが、私は春の部活

動でソフトボールを始

めたので忙しい毎日が続いています。秋にサッカーを

していた時は、知っている友達やホストファミリーが

夕食まで用意してくれていたので、苦労を感じずに過

ごしていましたが、私の今のホストファミリーは全員

ベジタリアンで夕ご飯は自分で作らないといけないた

め、ソフトボールの練習後に自分で夕ご飯を作るのは

体力的にも精神的にも疲れます。また知っている人が

いなかったため、１から会話を始めコミュニケーショ

ンをとらなければいけませんでした。しかし私はソフ

トボールを中学時代にプレーしていたため、練習はス

ムーズに行うことができ、チームメイトやコーチも優

しい方で私をイチローと呼んでいます。アメリカの部

活動は休日に練習や試合がないので、休日にゆっくり

休むことができますが、その代わりに平日に試合があ

り、夜遅くに帰って次の日も学校があると思うととて

も大変です。私はレフトとセカンドとピッチャーでプ

レーをしています。ピッチャーは中学時代にとてもし

たかったポジションでしたが、監督は私をピッチャー

に選びませんでした。しかし、アメリカの監督は私に

ピッチャーをさせてくれたので嬉しかったです！

　ホストファミリーとカナダのビクトリアに行きまし

た。チャイナタウンがあると聞いたので、アジアフー

ドを食べれるかと期待していましたが、日本のような

沢山の出店はなく、ただ外観だけが中国風に飾られて

いただけでした。夕ご飯は日本料理屋で食べました

が、味は良くはありませんでした。しかし店員さんが

日本人だったので楽しく会話ができました。

　ロータリーのカウンセラーとはシアトルシンフォ

ニーを一緒に見に行きました。私はオーケストラに興

味はありませんでしたが、ドレスアップをしてシアト

ルに行けることが嬉しかったです。ジブリの曲が演奏

されることを期待していましたが、知らない曲ばかり

で少し退屈でした。

　４月にはホストファミリーがまた変わります。それ

が私の最後のホストファミリーになります。今のホス

トファミリーは自分にとって少しハードな暮らしでし

たが、成長を感じられる時間になりました。ホストファ

ミリーが変わるたびにとても悲しい気持ちになります

が、この留学で出会えたことに感謝をして、思い出を

大切にしていきたいです。



ガバナー公式訪問

ロータリークラブ
会長/  　幹事/ 　 　　例会場/

< ガバナー公式訪問 >

２０２３年 月２ 日（月）

　９月２５日（月）、東

温 た やかた の

にて、伊藤三之ガバ

ナー、伊藤明 地区

委員長、須藤 人地

区統括副幹事をお迎えし、東 中 ロータリークラブ

のガバナー公式訪問例会が開催されました。

　例会に先立ち開催された会長幹事会では、 会長

より と活動計画の説明を行いました。また当

クラブの長 ビジョン 定特 委員会の活動の も

さ ていただき、伊藤ガバナーより大 い をい

ただきました。その他２０２２年に改 された標準

ロータリークラブ定款のお話、公式 Ｉ の活用、

続事 の 要性、例会出席率向上 の意見交 が行

われ１時間 りの い時間ではありましたが大 有意

義な会長幹事会となりました。

　例会の 話では、 ードン マッ ナリーＲＩ会長

の年度 ーマの説明、地区 、１０月１日開催

のロータリー 仕 ー「それ れの最上 物 」の

要、開催する意図をお話いただきました。

　また「 仕の 念の 意」、「ロータリーの目的と

は」、「 つの ストの位置付け」のお話は大 深い

内容で、参加したクラブメンバーは には一切見向

きも ず熱心に聞き入っていました。

　全てのお話を聞き終え、地区 「ロータリー

を ろう　そして　ロータリーを楽しもう」が に力

強く感じることができました。大 なお話をいた

だきありがとうご いました。

　心から御礼と感謝を し上 るとともにますますの

ご活 とご 盛をご 念 し上 ます。

小国ロータリークラブ
会長/  　幹事/  　　例会場/ テンドグラ  

< ガバナー公式訪問 >

２０２４年３月２ 日（ ）

　この 書は昨年１１月 に す きとこ

ろ、月信編集委員会の手違いにより れてしま

いました。東 中 ＲＣの 各位に

深くお し上 ます。

　３月２７日（水）、小

国ロータリークラブ例

会場に、ＲＩ第２８００

地 区 伊 藤 三 之 ガ バ

ナー、浅黄敬之地区統

括副幹事、須貝 月信編集委員、第６グルー 佐藤

ガバナー補佐をお きし、小国ロータリークラブ

のガバナー公式訪問、会長幹事会が開催されました。

　先ずは、会長幹事会にて当クラブの活動計画書に

づいて のご指摘を けました。当クラブの定款に

ついて、２０２２年 定 会改 に が必要な

こと、さらには、ロータリーの 的な について

のご指導がありました。クラブ やロータリー活動

についても、その意 を しく して、その目的に

そって活動しなければと 認識いたしました。日

わる世 情 や時 を まえながら、今後の新会

員の け入れ も考えていかなければ、 続 なク

ラブ 活動が になることにも気付かされまし

た。

　公式訪問例会では、「 仕の 念」、「 の 仕」そし

て「最もよく 仕する者、最も く いられる」という

ロータリーの つの ットー、さらには「 つの ス

ト」や「ロータリーの目的」についての分かりやすいご

説明をいただきました。

　また、伊藤三之ガバナー年度の地区 である

「ロータリーを ろう　そして　ロータリーを楽しも

う」についても、その 意について分かりやすくご説

明いただきました。

　ガバナーがおっしゃるとおり、地区から 月発行さ

れますガバナー月信には、私たちのような小さなクラ

ブでも したロータリー活動が出来る ントやメッ

ージがたくさん書かれています。

　私たち小国ロータリークラブは１２名の会員数の小

さなクラブですが、今回の学 をもとに、会員一人ひ

とりが、自分の人生を豊かにするために、「 度とない

人生だから、人生を りあるものにするために、 を

高く って、世の中のために役立つ」ロータリー活動

を行っていきたいと思います。
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第  山

山形北ロータリークラブ
会長/小関 眞一　幹事/伊藤　誠　　例会場/山形グランドホテル

< ガバナー公式訪問 >

２０２４年３月２８日（木）

　３月２８日（木）、山形北ロータリークラブ５６回目

の創立記念日に、伊藤三之ガバナーをお迎えしガバ

ナー公式訪問が開催されました。

先だっての会長幹事会では、クラブ年次計画書の内容

を確認いただき、標準ロータリークラブ定款の位置づけ

についてご指導いただいた他、各委員会の活動状況の確

認やクラブ数値目標の達成に向けた具体的アドバイスな

どをいただいきました。特に出席率の向上については、

会員が参加したくなる仕組みを考えクラブの活性化を図

る必要性についてご指導いただきました。

　続いての公式訪問例会では、当クラブが最後の訪問

先ということもあり、全訪問を終えての感想や気付い

たことなどについてお話しいただきました。まずはい

ろんなロータリーソングの作詞作曲者の紹介や歌詞に

込められている想いなどに触れながら、「ロータリーソ

ングに敬意を表し、その歌からロータリーを学ぼうと

しているかが大切である」と指摘。具体的な最初の一

歩として、例会などでのロータリーソングの指揮担当

者は、自分でもちゃんと歌いながら指揮することが必

要だと、会員全員がそのことを意識しているか否か

で、そのクラブのレベルが分かるとの厳しい指摘も。

また、会員を増やすためには、ロータリーの魅力、自

分のクラブのロータリー活動の意義、強みをじっくり

検証してみること、そしてそのことを世の中に伝えて

いく中で会員拡大を考える必要がある、そのために

も、そのクラブ独自の会員拡大用パンフレットの作成

をしてみることも自分たちのクラブの足元を見つめ直

すことにつながり有益だとのことでした。

　最後に、ロータリーの目的は「自分の人生を豊かに

することである」と、私たちにもわかり易く説明いた

だき、ガバナーのロータリーへの熱い想いや私たちに

対する温かな想いが参加者全員の心に響くお話をたく

さんいただきました。

ガバナー公式訪問・表敬訪問

小国町長 表敬訪問
第６グループ
ガバナー補佐　佐藤 靖彦

　３月２７日（水）小国ＲＣのガバナー公式訪問に引き

続き、伊藤ガバナー、浅黄地区統括副幹事、須貝月信

編集委員、小国ＲＣ渡邊会長、阿部幹事と小生の６名

で、午後１時３０分から小国町役場に「小国町長表敬

訪問」に伺いました。

　昨年７月１３日、白鷹ロータリークラブの公式訪

問、白鷹町長表敬訪問からスタートした伊藤ガバナー

年度の表敬訪問も、小生がガバナー補佐として同行す

る締めくくりの訪問になりました。

　３月９日に開通したばかりの梨郷道路を通りガバ

ナー地区同行者が小国へ来る際に予定の時間よりもだ

いぶ早く到着した話から、新潟山形南部連絡道路の進

捗状況など町長より説明があり２０分程歓談した次第

です。

　少子化高齢化が加速度を増して進んで行く中で、「命

をつなぐ」大切な道路整備については、小国町にある

沢山の宝物を広く発信していくためにも、今後も前向

きに取り組んでいかなければならないとの思いをあら

たにしたところです。

　さて、これから担当クラブの最終メークやＩＭな

ど、ガバナー補佐としての伊藤年度のミッションはま

だ残っておりますが、まずは公式訪問、表敬訪問が終

了したことで少しほっとしております。

　今日は時間が無く案内できなかった小国町の「宝物

の場所」は、伊藤ガバナーが「直前ガバナー」、「パスト

ガバナー」に改名された際にあらためて一年間の御礼

とともにご案内したいと考えているところです。

　その後のガバナーをお迎えしての創立記念懇親会で

は、これまでの歴史を振り返るムービーや入会歴の長

い先輩からの思い出話などを聞きながら酒を酌み交わ

し、大いに盛り上がることができました。クライマッ

クスでは、ガバナー公式訪問を全て終えられたことへ

の慰労と感謝の意を込め、今年度地区大会のダイジェ

ストムービーを上映し参加者全員であの時の思い出に

ひたり楽しみました。

　そして、最後には東京ＲＣ会員であった矢野一郎さ

んの作詞作曲にかかる「手に手つないで」を、ガバナー

から指摘された１番と２番の歌詞の違いを確認し合い

ながら、またロータリーに感謝しながら歌って友情を

深め合いました。

　伊藤三之ガバナー、クラブへ新たな風を吹き入れて

いただき感謝いたします。
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第  山

山形北ロータリークラブ
会長/小関 眞一　幹事/伊藤　誠　　例会場/山形グランドホテル

< ガバナー公式訪問 >

２０２４年３月２８日（木）

　３月２８日（木）、山形北ロータリークラブ５６回目

の創立記念日に、伊藤三之ガバナーをお迎えしガバ

ナー公式訪問が開催されました。

先だっての会長幹事会では、クラブ年次計画書の内容

を確認いただき、標準ロータリークラブ定款の位置づけ

についてご指導いただいた他、各委員会の活動状況の確

認やクラブ数値目標の達成に向けた具体的アドバイスな

どをいただいきました。特に出席率の向上については、

会員が参加したくなる仕組みを考えクラブの活性化を図

る必要性についてご指導いただきました。

　続いての公式訪問例会では、当クラブが最後の訪問

先ということもあり、全訪問を終えての感想や気付い

たことなどについてお話しいただきました。まずはい

ろんなロータリーソングの作詞作曲者の紹介や歌詞に

込められている想いなどに触れながら、「ロータリーソ

ングに敬意を表し、その歌からロータリーを学ぼうと

しているかが大切である」と指摘。具体的な最初の一

歩として、例会などでのロータリーソングの指揮担当

者は、自分でもちゃんと歌いながら指揮することが必

要だと、会員全員がそのことを意識しているか否か

で、そのクラブのレベルが分かるとの厳しい指摘も。

また、会員を増やすためには、ロータリーの魅力、自

分のクラブのロータリー活動の意義、強みをじっくり

検証してみること、そしてそのことを世の中に伝えて

いく中で会員拡大を考える必要がある、そのために

も、そのクラブ独自の会員拡大用パンフレットの作成

をしてみることも自分たちのクラブの足元を見つめ直

すことにつながり有益だとのことでした。

　最後に、ロータリーの目的は「自分の人生を豊かに

することである」と、私たちにもわかり易く説明いた

だき、ガバナーのロータリーへの熱い想いや私たちに

対する温かな想いが参加者全員の心に響くお話をたく

さんいただきました。
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　３月２７日（水）小国ＲＣのガバナー公式訪問に引き

続き、伊藤ガバナー、浅黄地区統括副幹事、須貝月信

編集委員、小国ＲＣ渡邊会長、阿部幹事と小生の６名

で、午後１時３０分から小国町役場に「小国町長表敬

訪問」に伺いました。

　昨年７月１３日、白鷹ロータリークラブの公式訪

問、白鷹町長表敬訪問からスタートした伊藤ガバナー

年度の表敬訪問も、小生がガバナー補佐として同行す

る締めくくりの訪問になりました。

　３月９日に開通したばかりの梨郷道路を通りガバ

ナー地区同行者が小国へ来る際に予定の時間よりもだ

いぶ早く到着した話から、新潟山形南部連絡道路の進

捗状況など町長より説明があり２０分程歓談した次第

です。

　少子化高齢化が加速度を増して進んで行く中で、「命

をつなぐ」大切な道路整備については、小国町にある

沢山の宝物を広く発信していくためにも、今後も前向

きに取り組んでいかなければならないとの思いをあら

たにしたところです。

　さて、これから担当クラブの最終メークやＩＭな

ど、ガバナー補佐としての伊藤年度のミッションはま

だ残っておりますが、まずは公式訪問、表敬訪問が終

了したことで少しほっとしております。

　今日は時間が無く案内できなかった小国町の「宝物

の場所」は、伊藤ガバナーが「直前ガバナー」、「パスト

ガバナー」に改名された際にあらためて一年間の御礼

とともにご案内したいと考えているところです。

　その後のガバナーをお迎えしての創立記念懇親会で

は、これまでの歴史を振り返るムービーや入会歴の長

い先輩からの思い出話などを聞きながら酒を酌み交わ

し、大いに盛り上がることができました。クライマッ

クスでは、ガバナー公式訪問を全て終えられたことへ

の慰労と感謝の意を込め、今年度地区大会のダイジェ

ストムービーを上映し参加者全員であの時の思い出に

ひたり楽しみました。

　そして、最後には東京ＲＣ会員であった矢野一郎さ

んの作詞作曲にかかる「手に手つないで」を、ガバナー

から指摘された１番と２番の歌詞の違いを確認し合い

ながら、またロータリーに感謝しながら歌って友情を

深め合いました。

　伊藤三之ガバナー、クラブへ新たな風を吹き入れて

いただき感謝いたします。






